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1 .はじめに

コロナ新型感染症の感染拡大に伴い本学

でも遠隔授業を取入れ 2年が経過した。母

性看護学各論の授業も 2020年度前期の遠

隔授業のスタイルは講義が中心で、あったが、

後期より学生によるフ。レゼ、ンテーションを取

入れたc2020年3月に行われた文部科学省

の調査によると「オンライン授業の悪かった

点」の一つに「質問等双方向のやりとりの機

会が少ない、対面授業より理解しにくし、Jが

あった。このことを少しでも解消するためにプ

レゼンテーションを取入れ学習意欲を刺激

することが重要と考えたからである。この試

みを学習意欲のデザインについて述べた

].M.ケラーの ARCSモデ、ルを用いて考察し

たので報告する。

キーワード:遠隔授業、フ。レゼ、ンテーション、

ARCSモデル

用語の定義:本報告で用いるプレゼンテー

ションとは、主にフ。レゼンテーションソフトを

用いて課題に関する自己の考えを発表する

ことである

ll.授業の準備と実際

1.準備

遠隔授業で用いるソフトウェアは本学で、推

奨されている Microso武 Teams(以下チーム

ズ)である。フ。レゼンテーションの目的は母

性看護学各論の「周産期にある女性や家族

の健康支援や育児支援に関する情報を根

拠に基づいて説明ができるJである。テーマ

は産後の母児の健康や育児に関する内容

で、学生自身が関心あるものとしている。 1学

年 85人を A-----Dの 4グループに分け各グ

ループは、 21-----22人で、構成している。資料

は、①テーマ、②テーマを選んだ、理由、③テ

ーマに関して調べたこと、④自分の考えとし

パワ一ポイントは 5枚以内である。資料は事

前に学内のwebシステムのレポート提出 Box

に提出させる。

2.授業の進め方

授業のスケジューノレは図 lの通りである。

フ.0]../ゼンテーションは前半 ABグループ、後

半 CDグループ。をそれぞ、れ 15分間ずっとし、

待機中に学生はレビュークイズに取り組ませ

た。レビュークイズは、前週の授業内容の復

習問題、過去の国家試験問題などを提示し

ている。フ。レゼ、ンテーション終了後には学生

に解答してもらうこととしている。なお遠隔授

業資料は対面授業の際にまとめて配布する

ため学生は前もってスケジュールやレビュー

クイズの内容を知ることができるので予習も

可能である。

発表の際には、教員がチームズの共有画

面にフ。レゼンテーション資料を映し、発表者

はピデオ画面をオンにして顔を出して発表

する(図 2)。発表時間は 1人 3分である。共

有画面の操作を教員が行うのは、学生の通

信負荷を少なくし操作時間のロスを少なくす

るためである。 I人の発表をグループ全員で

聴いた後、フ。レゼンテーションに対するフィ
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ードノ〈ックを学生に行わせている。 l人が口

頭で、フィード、パックを行い、残りの 5人がチャ

ットに記載する(図 3)cこれをグループ。内で、

繰り返し 3題の発表とフィード、ノ《ックを行う。

フィード、パックの状況から出席を確認するこ

とが可能である。

3.学生の反応

授業終了時のアンケートより「自分の関心

あるテーマを選んで、内容を深められたJ1他

の学生の発表を聞いて勉強になった」あるい

は「もっと資料を見やすくすればよかった」な

どの感想があり、フ。レゼンテーションへの関

心がわかる。

III.考察

授業に学生のフ。レゼンテーションを取入れ

た目的は、遠隔授業での双方向のやり取り

が少なく受け身になりがちな学生の学習意

欲を刺激することである。ARCSモデ、ルにつ

いて鈴木 (2015)は「人の意欲的な側面を、

特に学習意欲の文脈において素早く概観し、

4つの領域それぞれにおいて意欲を刺激・

保持するための方略をつくりだ、すこと」と述べ

ている。4つの領域とはARCSモデ、ルの頭文

字をとって「注意、関連性、自信、満足感」で

ある。このモデ、ルを用いてフ。レゼ、ンテーショ

ンによる学習の効果とねらいを考察した。

1.注意(attention)について

学生には授業ガイダンスでプレゼンテーシ

ョンは評価対象となることを伝えている。テー

マは自己の関心に沿って選択することから

学習への好奇心を刺激する。またプレゼン

テーションを聴いている学生は、単に聴いて

いるだけではなく、フィード、パックを行わなけ

ればならないことからフ。レゼンテーションに

集中して聴いている。チャットのフィードパッ

クには100さんへのフィード、パックで、す。興

味深く聴きました。私が興味を持ったの

は・・・です。」などとコメントし、参加への意識

づけになると考えられた。
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2.関連性(relevance)について

フ。レゼンテーションテーマは母性看護学各

論援助論 Iでは妊娠に関する身体的心理

的側面、出産準備など、母性看護学援助論

Eでは産後の身体変化や育児支援、家族

支援などである。学生は年齢的に結婚や出

産を考えることは発達課題として自己に引き

付けて考えることができる。テーマは、親から

聞いている妊娠や出産、育児経験を反映し

たもの、あるいは近年の少子化社会におけ

る育児不安、産後うつ病、父親の育児参加

など多岐にわたりし、ずれもテーマと自己の

関連性を考えて取り組んでいた。

3.自信(confidence)について

資料と発表時間の制限の中で学生は資料

の見やすさ、収集した 4情報と根拠の提示、

自己の考えをまとめるうえで、様々な工夫し

てフ。レゼ、ンテーションに臨んで、いる。また発

表に伴う責任感とフィード、パックを受けること

で発表後には達成感が得られ自信につな

がるのではなし 1かと考えられた。

4.満足感(satisfaction)

上記 3の自信と同様、発表の達成感とフィ

ード、ノ〈ックを得ることで、内的および外的な

報酬による満足感が得られると考えた。さら

に学びたいとしづ動機付けにつながることが

重要であると考える。

N.評価と課題

遠隔授業におけるプレゼンテーションは学

生が単に講義を聴講するだけでなく双方向

のやり取りの機会として有効であると考える。

特に自信や満足感は学生の主体的な参加

があって得られるもので、はないだろうか。この

ことから遠隔授業におけるフ01，/ゼンテーショ

ンはコロナ禍において在宅で孤独になりが

ちな学生の学習意欲につながる方略のーっ

と考える。一方課題として通信状況のトラブ

ノレがある。IWi-fiの接続に問題がありグルー

プに入るのが遅れたJ1通信状況が悪く授業
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に戻るのに時間がかかったJなどとしづ声が

チャットで、届く。発表時間内にグ、ループに入

れず、授業終了後に該当するグループ。だけ

時間を延長して行ったことがあった。遠隔授

業の環境は学内も学生自身も徐々に整って

きていると考えるが不測の事態は起きるので

今後も状況に応じた対応が必要である。今

後も学生が主体的に参加できるよう工夫を

重ねていきたし、と考える。

本報告に関して開示すべき利益相反事項

はない。
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